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事業のあゆみ
B U S I N E S S  H I S T O R Y 04 医療研修事業

■事業概要・目的
医療機器安全基礎講習会（ME技術講習会）
公益社団法人日本生体医工学会との共催により、中小から
大規模医療機関の院内スタッフまでを対象に、医療機器の安
全な使用に関する基礎知識の習得と普及を目的とした講習会
を開催している。近年は内容の充実と実践的プログラムの導
入を進め、受講者から好評を頂いている。なお、「医療機器情
報コミュニケータ（MDIC）認定士」と「臨床ME専門認定士」の
認定更新の点数取得が可能である。

医療ガス安全管理者講習会
一般社団法人日本産業・医療ガス協会との主催により、医
療機関における医療ガスの安全な供給・使用・管理を行うため
に必要な知識と技術を体系的に習得することを目的とした講
習会を開催している。医療ガスの安全管理に関する法令・通
知に対応すべく、医療機関が適切な体制を整えるための基礎
知識を提供している。この講習会は、医療ガス及び関連設備
機器の保守点検担当者向けの2日コース、医療ガス供給設備
の保守点検業務の受託事業者を対象とした3日コースおよび
その継続講習会を実施している。

透析技術認定士認定講習会・認定試験・認定更新講習会
透析技術認定士は、透析医療に関わる医療スタッフが専門
知識と技術を体系的に習得し、透析装置の適正な運用と患者
ケアの質向上をもって腎不全患者の治療および社会復帰に寄
与することを目的として、透析療法合同専門委員会（日本腎
臓学会、日本泌尿器科学会、日本人工臓器学会、日本移植学会、
日本透析医学会）が行う認定制度である。同委員会からの委
託により、医療機器センターは認定試験の受験資格付与のた
めの認定講習会や認定試験、更新講習会、認定証交付等の事
務局業務を担っている。近年はオンライン講習の導入により、
受講機会の拡大と利便性向上を実現している。

3学会合同呼吸療法認定士認定講習会・認定試験・
認定更新のための講習会
3学会合同呼吸療法認定士は、呼吸療法に関する専門知識
と技術を体系的に習得し、医療チームの呼吸管理レベルを向

44-73_事業のあゆみ_2023.indd   5844-73_事業のあゆみ_2023.indd   58 2026/02/25   13:012026/02/25   13:01

59

医療研修事業

上させることを目的として、3学会（日本胸部外科学会、日本呼吸器学会、日本麻酔科学会）合
同呼吸療法認定士認定委員会が行う認定制度である。同委員会からの委託により、医療機器セ
ンターは事務局業務を実施している。認定士認定試験の受験資格付与のための認定講習会や認
定試験、更新講習会、認定証交付等を通じて呼吸療法認定士の育成に貢献。令和6年度よりデ
ジタル認定証の交付を開始し、メール署名等で目に見える形で能力を示してもらえる環境を提
供している。

在宅人工呼吸器に関する講習会
在宅人工呼吸器（HMV）に関する講習会は、在宅医療において人工呼吸器を安全かつ適切に

使用するための知識、最新の情報・技術の習得を目的として、医療従事者を対象に実施してい
る。「3学会合同呼吸療法認定士」や「医療機器情報コミュニケータ（MDIC）」の更新に必要なポイ
ントも取得可能である。令和5年度はハンズオンのみ実地開催、令和6年度からはハイブリッ
ド開催とし、受講者の要望に柔軟に対応している。

医療関連サービスマーク認定申請受付等事業
「医療関連サービスマーク」は、医療機関が外部に委託する医療周辺業務において、一定の品
質基準を満たした事業者を一般財団法人医療関連サービス振興会が認定する制度である。医療
機器センターでは同認定制度のうち「医療ガス供給設備の保守点検業務」のサービスマーク認定
の申請受付・書類審査を実施。医療関連サービスの品質向上に寄与している。

講習等の受講者数等一覧

年
平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和６年

講習会名

医療機器安全基礎
講習会 1,465 1,684 1,853 1,619 1,552 760 1,089 872 968 905

医療ガス安全管理者
講習会2日コース 214 178 236 345 625 415 293 301 437 289

医療ガス安全管理者
講習会3日コース 183 169 128 175 178 150 121 98 129 116

医療ガス安全管理者
講習会継続講習会 303 338 337 409 373 377 365 357 401 402

透析技術認定士
認定試験受験者数 1,328 1,271 1,298 1,284 1,139 543 567 943 1,035 956

透析技術認定士
認定講習会受講者数 1,212 1,198 1,216 1,199 1,014 1,217 754 808 783 696

透析技術認定士
更新講習会受講者数 2,460 2,922 1,163 1,171 1,303 2,201 2,002 1,966 2,067 1,626

透析技術認定士
認定更新者数 2,158 1,899 2,214 1,901 2,116 2,313 2,406 2,352 2,239 2,275

（人数）
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■今後の展開
医療研修グループでは、医療機器に関する内外の関係機関や団体との連携を深めながら、質

の高い講習会や試験を通じて、医療従事者の知識と技術の向上を支援している。これらの取り
組みを通じて、医療従事者のスキルアップを促進し、安全安心な医療提供体制の強化、患者の
治療や社会復帰に貢献する事を目指している。

年
平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和６年

講習会名

3学会合同呼吸療法
認定士

認定試験受験者数
5,465 5,741 5,890 5,630 5,381 1,238 3,711 4,377 4,060 4,099

3学会合同呼吸療法
認定士

認定講習会受講者数
4,758 4,784 4,664 4,553 4,463 3,563 2,629 3,859 3,609 3,728

3学会合同呼吸療法
認定士

更新講習会受講者数
2,049 2,684 2,704 2,555 3,147 5,691 5,434 5,729 4,816 5,587

3学会合同呼吸療法
認定士

認定更新者数
3,656 5,426 5,444 5,801 5,936 6,059 7,348 7,756 7,924 7,881

在宅人工呼吸器に
関する講習会 397 393 360 420 608 446 370 502 569 469

医療関連サービス
マーク認定申請受付

（件）
104 164 97 161 99 159 94 152 94 144
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■研修事業部共通の業務改善（過去10年）

研修事業部は、医療機器関連企業の方々を対象とした講習会を運営してきた企業研修部と、
医療従事者のスキルアップを目的とした講習会等を運営してきた医療研修部が令和3年に統合
新設された。この統合により各々が長年培ってきた知見や運営ノウハウが共有され、より包括
的かつ質の高い研修サービスの提供が可能となった。
統合の結果として、研修受講者の共通プラットホーム「JAAME account」が導入され、一元

的に講習会の申込・受講・修了管理を行える環境が整備された。これにより、受講者の利便性が
大幅に向上するとともに、事業部でのデータ利活用・業務効率化にもつながっている。
講習会の運営体制は、近年の社会情勢や技術の進展に柔軟に対応しながら、継続的な業務改

善を推進してきた。特に、講習会のオンライン化・ハイブリッド化を積極的に導入することで、
受講者が場所や時間にとらわれず学べる環境を整備した。たとえば、透析更新講習会では平成
29年度より、呼吸更新講習会では平成28年度より、実地開催に加えてオンライン形式を取り
入れている。その経験を元に新型コロナウイルス感染症の拡大を契機に、すべての講習会をオ
ンライン開催へとスムーズに切り替える事ができた。
また、申込手続きのデジタル化も進められ、従来の紙申込からオンライン申込へと移行。令

和7年度からはクレジットカード・コンビニ・ペイジー払いにも対応し、受講者はインターネッ
ト環境さえあれば、いつでもどこでも手続きを完了できるようになった。さらに、修了証・認
定証のデジタル発行も開始され、申込から認定証受領までをオンラインで完結できる環境を提
供する事で受講者の利便性向上と事務局の生産性向上を同時に実現している。

■研修事業部統合
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B U S I N E S S  H I S T O R Y 認証事業05

■事業概要・目的
平成14年の薬事法改正に基づき、平成17年度より、厚生労働大臣が登録した認証機関によ

る、人に対するリスクが中程度の医療機器及び体外診断用医薬品を対象に審査を行い、認証を
与える認証制度が開始された。当財団は、平成16年に設置した認証事業部が、平成17年に厚
生労働大臣の登録（登録番号：第AL号）を受け、認証業務を開始した。
認証事業部では、審査期間の更なる短縮に向けた取り組み、新規参入企業や中小企業にも配

慮した審査料金の設定（特に、年間維持費用は無料）、DXを駆使した医療機器企業に対するサー
ビスの向上などを通じて、信頼性の高い身近な認証機関であることを目指している。さらに、
医療の現場において有用な製品を、可能な限り速やかに市場へ送り出すことにより、国民の健
康増進と医学の進歩向上に寄与することを目的として、認証事業を展開している。

■主要成果（過去10年間）

この10年間で、認証事業部は業務範囲の拡大、専門性の高い人材の確保、そして顧客利便
性の更なる向上に努め、大きな成果を上げてきた。

業務範囲の拡大と専門性の飛躍的な向上
（1）認証対象製品の全てが審査対象（2015年～）
厚生労働大臣が認証基準を定めて指定する高度管理医療機器、管理医療機器及び体外診断用

医薬品の全ての範囲を業務の対象としている。
2025年現在、全範囲をカバーしているのは10機関のうち、当財団を含む3機関のみであり、

当事業部の専門性が極めて高いことを示している。

（2）戦略的な人員増強
審査の品質と業務の効率を向上させるため、人員体制を計画的に強化してきた。2015年度

の5名体制（内部審査員3名、外部審査員2名）から、2025年度には14名体制（内部審査員6名、

年度 認証件数 更新件数 監査件数 計

平成27年度 50 28 21 99

平成28年度 70 7 34 111

平成29年度 65 5 39 109

平成30年度 60 3 47 110

令和元年度 68 17 50 135

令和2年度 63 27 12 102

令和3年度 58 18 45 121

令和4年度 49 22 26 97

令和5年度 70 13 63 146

令和6年度 45 39 76 160
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外部審査員5名、事務職員3名）へと大幅に拡充した。
特に、他機関における認証業務のマネジメント経験者や常勤の品質システム審査員を初めて

採用することにより、これまで以上に高度化するニーズに対応できる体制を構築した。

顧客からの揺るぎない信頼と高い満足度
（1）顧客アンケートによる高評価の継続
毎年度行っている顧客アンケートにおいて、「信頼度」「顧客満足度」共に5点満点中4点超え

という高い評価を継続して獲得している。これは、業務を推進する中でも、質の高いサービス
を一貫して提供できていることの証である。
令和6年度の顧客アンケートにおいても、「いつも丁寧にご対応いただき感謝しておりま

す。」、「的確な指摘や口頭示唆、改善箇所などのアドバイスを受けているので助かります。」、「審
査が迅速に実施され、また料金も良心的で満足しています。」などの感想をいただいている。

申請者の利便性を追求したサービスの導入
（1）迅速審査制度の導入（2019年～）
緊急性の高い申請に対応するために、迅速審査制度を開始した。

（2）申請プロセスの電子化（2024年～）
従来の紙媒体から電子申請へ移行し、2025年には添付資料を含む全ての書類を電子申請と

することも可として、申請者の負担軽減と業務の効率化を実現した。また、当事業部が指定し
た条件を満たした場合には、認証書製本のための書類を改めて印刷して送付することが不要に
なった。

積極的な情報発信と医療機器企業との信頼構築
（1）無料説明会の継続開催（2016年～）
認証制度の理解促進と顧客開拓のために、医療機器企業向けの無料説明会を継続的に実施して

いる。
コロナ禍以降の環境変化に対応して、2025年度からは新たな構成で内容を大幅に刷新して

オンデマンド動画として公開しており、顧客満足度の更なる向上を目指している。

（2）ランディングページの作成（2023年～）
初めて認証申請される方向きのランディングページを認証業務のホームページに掲載した。

■今後の展開
この10年間で、当事業部は「考えうる最大限の業務範囲」、「専門性の高い人材」、「顧客からの

揺るぎない信頼」、「利便性の高いサービス」を確立してきた。
これからも迅速かつ丁寧な審査を継続していくために、審査員の更なる専門性の習得・維持

のための研修を計画的に行うとともに、医療機器企業の更なる利便性向上のために、DX化の
推進及び無料説明会のコンテンツの充実を進めて、今後も業界に身近な認証機関として、医療
機器の適正な普及に貢献していく。
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B U S I N E S S  H I S T O R Y 試験事業06

■事業概要
昭和60年代、生命維持管理装置の普及に伴い、その安全な操作を担う専門職制度が強く求め

られ、昭和62年に「臨床工学技士法」が公布された。本センターは制度化の提言段階から関与し、
養成施設の指定基準や国家試験制度の整備に中心的役割を担い、昭和63年の制度施行と同時に
厚生労働大臣指定試験機関となり、以来、臨床工学技士国家試験を実施している。

■主要成果（過去10年）
国家試験の実施状況
臨床工学技士国家試験は、例年3月に全国4会場（北海道、東京都、大阪府、福岡県）で実施

されている。これまでの38回の試験を通じて、累計58,689名が合格し、全国の医療現場な
どで活躍している。近年の実施状況については、過去10年間（第29回～第38回）の受験者数・
合格者数・合格率を表1および図1に示したとおりで、受験者数はおおむね2,600 ～ 2,900人、
合格率は70％台後半から80％台前半で安定している。

図1  国家試験結果

表1  国家試験結果
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第29回 第30回 第31回 第32回 第33回 第34回 第35回 第36回 第37回 第38回
平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年
3月6日 3月5日 3月4日 3月3日 3月1日 3月7日 3月6日 3月5日 3月3日 3月2日

受験者数（人）（人） （％）合格者数（人） 合格率（％）

実施日 回数 受験者数(人) 合格者数(人) 合格率(％ )

平成28年3月6日 第29回 2,739 1,987 72.5

平成29年3月5日 第30回 2,947 2,413 81.9

平成30年3月4日 第31回 2,737 2,017 73.7

平成31年3月3日 第32回 2,828 2,193 77.5

令和2年3月1日 第33回 2,642 2,168 82.1

令和3年3月7日 第34回 2,652 2,232 84.2

令和4年3月6日 第35回 2,603 2,096 80.5

令和5年3月5日 第36回 2,706 2,311 85.4

令和6年3月3日 第37回 2,630 2,090 79.5

令和7年3月2日 第38回 2,598 2,049 78.9
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国家試験出題基準
試験科目の内容を具体的項目で示したものが、臨床工学技士国家試験出題基準である。国家

試験の妥当な範囲と適切なレベルを確保するため、出題はこの基準に基づいて行われる。ただ
し、本基準は養成所等で扱われる教育内容のすべてを網羅するものではなく、それらを拘束す
るものでもない。
出題基準は、医療や教育環境の変化に応じて定期的に見直されており、これまでに平成19

年版、平成24年版、令和3年版が策定されてきた。令和4年3月には、養成所指定規則および
教育カリキュラムが一部改正され、令和5年4月から新カリキュラムの運用が開始された。こ
うした状況を踏まえ、令和5年8月に設置した「臨床工学技士国家試験出題基準作成委員会」に
おいて出題基準の見直しが進められ、令和8年実施の国家試験から適用される新たな出題基準
として「令和8年版臨床工学技士国家試験出題基準」が取りまとめられた（令和6年12月公表）。

試験委員
指定試験機関は、臨床工学技士法第21条の規定により、試験問題の作成等を臨床工学技士

試験委員に行わせなければならないとされている。法施行令第2条では試験委員の定員を50
人以内、任期を2年とすること、また、法施行規則第24条では試験委員の要件が定められて
おり、試験委員の選任等については厚生労働大臣より認可が必要である。
試験委員はこれまで複数期にわたり任命されており、第1期から第14期までの任期を経て、現

在は第19期となっている。表2には、第15期から第19期までの試験委員（中途交代者を含む）を示す。

期 第15期委員
H28.7.1～H30.6.30

第16期委員
H30.7.1～R2.6.30

第17期委員
R2.7.1～R4.6.30

第18期委員
R4.7.1～R6.6.30

第19期委員
R6.7.1～R8.6.30役職

委員長 吉野秀朗 吉野秀朗 磨田　裕 磨田　裕 磨田　裕

副委員長 小野哲章 小野哲章 小野哲章 嶋津秀昭 嶋津秀昭

委員

芥川正武 芥川正武 相澤康弘 相澤康弘 相澤康弘

足立　健 足立　健 芥川正武 浅井孝夫 浅井孝夫

石山陽事 石山陽事 足立　健 足立　健 足立　健

磯山　隆 磯山　隆 石山陽事 石原美弥 石原美弥

一和多俊男 一和多俊男 磯山　隆 出渕靖志 出渕靖志

磨田　裕 磨田　裕 内田寛治 内田寛治 磯山　隆

太田裕治 太田裕治 檮木智彦 檮木智彦 内田寛治

長田太郎 小倉正恒 太田裕治 太田裕治 檮木智彦

加納　隆 長田太郎 小倉正恒 小倉正恒 太田裕治

菊池春人 加納　隆 長田太郎 長田太郎 小倉正恒

木崎昌弘 菊池春人 菅野義彦 加川宗芳 尾阪将人

木村裕一 木村裕一 京相雅樹 加納　隆 加川宗芳

京相雅樹 京相雅樹 久保田勝 川邉　学 加藤隆一

釘宮豊城 釘宮豊城 熊谷　寛 菅野義彦 加納　隆

桑名正隆 熊谷　寛 小坂威雄 久保田勝 川邉　学

桑平一郎 桑名正隆 小林　治 熊谷　寛 菅野義彦

表2  試験委員名簿（中途交代者を含む）
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国家試験の安定的な実施に向けた取組
国家試験事業では、受験者が安全かつ安心して試験に臨めるよう、全国の試験会場を安定的

に確保するとともに、万全の体制で実施している。
新型コロナウイルス感染症の流行時には、検温、抗原検査、座席間隔の確保など、厳格な感

染対策を講じて試験を実施した。
また、試験委員会の運営においては、秘密保持の徹底および電子機器の厳正な管理など、情

報漏洩防止策を厳格に実施し、試験問題の作成から印刷・配送に至るまで、高度なセキュリティ
のもとで行い、品質を管理している。
さらに、業務プロセスの可視化やマニュアル化を推進し、標準化・効率化を図るなど、継続

して業務改善に取り組むことで、国家試験を確実かつ公正に実施する体制を築いている。

期 第15期委員
H28.7.1～H30.6.30

第16期委員
H30.7.1～R2.6.30

第17期委員
R2.7.1～R4.6.30

第18期委員
R4.7.1～R6.6.30

第19期委員
R6.7.1～R8.6.30役職

委員

小山裕徳 桑平一郎 小山裕徳 小坂威雄 熊谷　寛

篠原一彦 小林　治 酒井基広 小林　治 小坂威雄

嶋津秀昭 小山裕徳 篠原一彦 小山裕徳 小林　治

神保泰彦 篠原一彦 下岡聡行 酒井基広 小山裕徳

関　順彦 嶋津秀昭 瀬在　明 篠原一彦 酒井基広

高原太郎 関　順彦 髙井大哉 下岡聡行 下岡聡行

髙山忠輝 高原太郎 田中信大 関　順彦 関　順彦

田中信大 髙山忠輝 戸畑裕志 瀬在　明 瀬在　明

戸畑裕志 田中信大 内貴　猛 髙井大哉 髙井大哉

内貴　猛 戸畑裕志 中島章夫 田中信大 髙木　元

中島章夫 内貴　猛 仲村秀俊 中島章夫 田村　格

二川佳央 中島章夫 新川拓也 中島一樹 土井研人

西田　博 二川佳央 二川佳央 仲村秀俊 友　雅司

花房規男 西田　博 西田　博 新川拓也 中島一樹

廣瀬　稔 花房規男 根本充貴 西中知博 新川拓也

藤井麻美子 廣瀬　稔 花房規男 根本充貴 西中知博

古薗　勉 藤井麻美子 福長一義 花房規男 根本充貴

堀　純也 古薗　勉 藤井麻美子 廣瀬　稔 廣瀬　稔

堀内邦雄 堀　純也 古薗　勉 福長一義 福長一義

松村雅史 堀内邦雄 古橋眞人 古薗　勉 堀　純也

水島岩徳 松村雅史 堀　純也 堀内邦雄 堀内邦雄

峰島三千男 水島岩徳 水島岩徳 堀内　孝 堀内　孝

守本祐司 峰島三千男 峰島三千男 峰島三千男 宮本啓一

柳下和慶 守本祐司 守本祐司 柳下和慶 六車仁志

柳下和慶 柳下和慶 吉野秀朗 村上佳弥

吉野秀朗

渡邊広祐
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■今後の展開
国家試験受験手続のオンライン化
マイナンバー法の改正等を受け、令和6年度から84の国家資格について、免許の登録や変

更などの手続がオンラインで可能となる仕組みがデジタル庁により導入されている。
医療系資格については、令和7年秋以降、順次オンラインによる手続きへの対応が進む見通

しである。
国家試験の受験手続に関しては、厚生労働省において令和6年度から医師を対象とした受験
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事業のあゆみ
B U S I N E S S  H I S T O R Y

■事業概要
情報サービス事業では、医療機器関連企業・団体の皆様にとって有用な医療機器の情報を広

く収集・整理し、体系的なデータベースを構築している。そして情報収集業務の効率化をサポー
トするとともに、“明日の医療機器”の育成に貢献するため、WEB検索サービス並びに各種情
報提供を行っている。
また、迅速かつ正確な情報提供を通じて、すべての顧客から信頼されるパートナーとなるこ

とを目指し、継続的な取り組みを行っている。

■主要成果（過去10年）
JAAME Search
平成8年にパソコン通信「JAAME-A NET」としてスタートした本サービスは、平成9年9月

に「JAAME Search」として公開された。現在まで、医療機器に関連する法令通知、承認品目情
報に加え、新たなデータベースの構築や既存機能の改善等を継続的に行ってきた。
この10年間の主な取り組みは、以下のとおりである。

（1）添付文書データベースの追加
  平成27年に新規データベースとして追加し、承認・認証データからのリンク付けを行った。
さらに、令和７年には検索項目に全文検索機能を追加し、利便性の向上を図った。

（2）業許可・登録データの収集
 平成28年より、全国の都道府県から製造販売業、製造業、修理業に関するデータの取得を
開始し、１年ごとにデータの更新を行っている。

（3）無料トライアルの開始
 平成28年より、より多くの方にJAAME Searchを体験していただく機会を提供することを
目的として、無料トライアルを開始した。

（4）保険関連データベースの作成
 平成30年より、包括別定医療機器、特定診療報酬算定医療機器、特定保険医療材料の各デー
タベースを新たに作成し、相互を紐づけることで実用的な検索環境を構築した。

（5）利用者アンケートの実施

情報サービス事業 07

お客様の声（利用者アンケート結果抜粋）

・ 欲しい情報が入手できるので満足しています。特に法令等の情報、他社製品の情報等の収
集に役立っております（医療機器メーカー　薬事・品質保証担当）。

・ いつもお世話になり貴サイトがなければ仕事が進まない程活用させていただいております。
利便性の高いサイトを作成してくださり感謝です（コンサルティング企業）。

・ 他HPから探すと奥が深すぎてたどり着くのに時間がかかるため、薬事承認・保険適用品目
を簡単に検索できるのが最大の魅力（医療機器メーカー　マーケティング担当）。
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情報サービス事業 

 平成29年および令和5年に、利用者のニーズやデータベースの改善点を把握するためのア
ンケートを実施し、高い満足度を得た。寄せられた意見や各種フィードバックを反映しなが
ら、より使いやすいサービスの実現に継続して取り組んでいる。

（6）ランディングページを新設
  令和6年には、JAAME Search専用のランディングページを新設し、紹介動画「3分で分かる！
JAAME Searchとは？」を掲載した。
これらの取り組みにより、利用者数は着実に増加しており、現在では多くの方に活用される

情報ツールへと成長している。

なお、JAAME Search Hospital Editionは、令和4年3月末をもってサービスを終了した。

JAAME通信
医療機器に関連する承認情報、法令通知、さらには当財団が主催する講習会の案内など、電

子メールを通じて迅速に配信。情報をいち早く伝える取り組みであり、JAAME Searchと併
用しての利用が増加している。

教育研修用DVDの販売
医療ガスの安全な使用を普及啓発する目的で制作された教育研修用DVD「アウトレットの取

り扱いと点検／酸素ボンベの取り扱いと点検」は、長年にわたり多くの医療機関で利用されて
きたが、令和5年度をもってDVDでの販売を終了。以降は、より多くの方に手軽に学んでい
ただけるよう、当財団のWEBサイトにて、無償で動画を公開する形にリニューアルした。

■今後の展開
今後も「JAAME Search」を中心とした情報提供事業を継続・発展させ、より充実したデータ

ベースの構築や機能の改善に努めていく。定期的な利用者アンケートを通じてニーズを的確に
把握し、「使いやすく、わかりやすい」を基本方針として、より多くの皆様にご活用いただける
情報サービスの提供に取り組んでいく。
また、AI技術の進化を活用し、検索機能に加えて、文章での問いかけにも対応できる対話

型検索や、関連情報の自動抽出、過去データに基づいた競合分析など、より高度な機能の実
装を進めていく。こうした取り組みを通じて「JAAME Search」を業界における標準的な知識基
盤へと成長させ、単なる情報検索ツールから、戦略立案といった意思決定を支援するプラット
フォームへと発展させていくことを目指す。

「3分で分かる！ JAAME Search とは？」
URL：https://www.jaame.or.jp/search/info/about.html

医療ガス使用に関する教育研修用動画　
アウトレットの取り扱いと点検／酸素ボンベの取り扱いと点検
URL：https://www.jaame.or.jp/iryo/training_video_outlet_gas.html
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事業のあゆみ
B U S I N E S S  H I S T O R Y 08 医機なび

■事業背景
公益財団法人医療機器センターでは、2015年に第一期中期経営計画を策定した。その中で、

本産業のさらなる成長には、将来の産業界を担う優秀な人材の確保が不可欠であり、当財団の
役割として「情報提供・パブリシティ活動」が重要であると位置づけた。
一方で、ヘルスケア・医療機器業界は学生から就職先としての人気が低いことが判明した。

主な要因は認知度の低さと敷居の高さにあると考えられる。そこで2018年より、優秀な人材
の獲得を目的とした“業界初”のパブリシティ活動「医機なび」を開始した。

■事業概要・目的
「医機なび」は、主に大学生を対象にヘルスケア・医療機器業界の情報を発信する活動である。
就職活動において本業界が進路の選択肢の一つとなり、将来的には第一志望として選ばれるこ
とを目指している。具体的には、業界の概要や特徴、働く魅力をわかりやすく紹介し、学生の
関心を高めている。
また、各企業が必要とする人材を着実に確保できる環境づくりを支援することで、業界全体

の発展に貢献することを目的としている。

■主要成果（過去10年）
業界の情報発信ウェブサイト『医機なび』
2018年より、就活生にヘルスケア・医療機器業界の情報を発信するために、ウェブサイト『医

機なび』を立ち上げた。医機なびでは、業界の特徴や企業情報、社員インタビューなど、多様
なコンテンツを通じて情報を発信し、就活生の業界理解を促している。2025年現在では、年
間約14万PVを記録するサイトへと成長している。
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医機なび

 学会・大学就活イベント
2019年に大学キャリアセンターから業界研究に関する講演の依頼を受け、講演を実施した。

以降は、学会や大学主催の就職活動イベントなどで要望を受けた際には参加し、学生に業界を
紹介している。さらに、学会や大学キャリアセンター、教員と密に連携し、学生への業界理解
の促進やPR活動に取り組んでいる。

業界特化型就活イベント
WEBサイトの情報発信のみならず、企業と就活生を繋ぐ場として、2020年よりヘルスケア・

医療機器業界に特化した就活イベント開催。就活の進め方に合わせて、7月、11月の大型イベ
ントを中心に、様々なイベントを企画・運営している。

（1）シューカツスタートダッシュ！WEBセミナー
業界研究の第一歩目として、学生にヘルスケア・医療機器業界の概要や、そこで活躍する各

企業について認知してもらうことを目的としている。そのため、1社あたりの説明時間を短く
設定し、より多くの企業に登壇いただくことで、学生が幅広く企業を知る機会を提供する。
また、7月に実施することにより、学生が興味を持った企業については、夏のインターンシッ

プやその後の選考へとつながることを期待している。

（2）シューカツレベルアップ！WEBセミナー
夏のインターンシップに参加できなかった学生や、ヘルスケア・医療機器業界をより深く理

解したい学生、企業の雰囲気や社風を知りたい学生を対象として、業界・企業理解をさらに深
めることを目的としている。
1社あたりの説明時間を長く設定するとともに、人事担当者の人柄や価値観に触れられる「楽屋

トークイベント」や、現役の現場社員の方と少人数で話ができる「就活相談ブース」などのプログ
ラムも実施し、学生が自身の就活の軸や価値観に合う企業を見つけられる機会を提供している。

（3）シューカツ職種理解！パネルトーク
職種をある程度絞り込んでいる学生を対象に、働くイメージや仕事内容の理解を深め、興味

喚起や志望度の向上を目的としている。全体的な説明ではなく、特定の職種に焦点を当てるこ
とで、学生により具体的な情報を提供し、働くイメージを具体的に描けるようにしている。さ
らに、任意参加型の座談会スペースを設け、少人数で企業担当者に直接質問できる機会を提供
することで、企業と学生の接点を深め、志望度の一層の向上を期待している。
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事業のあゆみ 08

採用担当者の交流会
同業界であっても、各企業の採用担当者同士が交流する機会は少なく、情報交換の場を望む

声が寄せられていた。こうした要望を受け、2020年より採用担当者の交流会を開催している。
医療機器業界を志望する学生を増やしていくためには、業界各社の採用担当者が連携して取

り組むことが重要であると考えている。本イベントを通じて企業間のネットワークを広げ、業
界全体の採用活動の活性化を図っている。

業界情報誌『MD GUIDE』
2021年より、学生がヘルスケア・医療機器業界について理解を深める際に手軽に学べるよう、

就活ガイドブックを作成している。本ガイドブックには、業界の概要や特徴、関連団体の情報、
企業の概要や最新トレンドなどを掲載し、就活生が業界・企業研究を行う際の有効なツールと
して活用されている。
また、『MD GUIDE』は大学キャリアセンターにも配布し、就職支援時に活用いただいている。
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SNSの活用
ヘルスケア・医療機器業界の情報に気軽に触れられるよう、2025年よりSNSでの情報発信

を行っている。具体的には、医機なび公式LINEアカウントやYouTubeチャンネル「医機なび
チャンネル」を運営し、業界に関心のある方はもちろん、これまで関心のなかった方にも情報
を届けることで、より多くの学生に業界を知ってもらうことを目指している。

医機なび公式LINEアカウント
気軽にヘルスケア・医療機器業界の業界・企業研究をいただくために、LINEを活用した情報

発信を行っている。友だち追加をすると、イベントの案内や、業界の就活に関する情報、トピッ
クスなどの情報を手軽に得ることができる。また、簡単に企業情報、インターンシップ情報な
ども閲覧できる。

医機なびチャンネル
文字情報だけでなく、動画を活用して就活生向けにヘルスケア・医療機器業界について様々

な情報を発信。現役の大学生とゲームなどの企画を通じて医療機器について知ることのできる
コンテンツもあり、気軽に業界研究できる内容を心がけている。

■今後の展開
医機なびでは今後もコンテンツを拡充し、様々な活動を通じて就活生にヘルスケア・医療機

器業界の情報を届け、業界の興味喚起を行っていく予定である。

医機なび
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年度 当財団の出来事 医療機器産業のトピック 世の中の出来事

2016

•第1期中期経営計画（2016-2020）の開始

•国民医療費42兆1,381億円、国内市場2兆8,870億円
•�2016年5月閣議決定、「国民が受ける医療の質の向上のための医療機器の

研究開発及び普及の促進に関する基本計画（第一期）」医療機器政策に特化
した政府の初めての基本計画

•�2016年7月、厚生労働省「医療のイノベーションを担うベンチャー企業
の振興に関する懇談会」報告書

•2017年2月一部変更、「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画」

•イギリス EU離脱（Brexit）国民投票可決
•米国大統領選でドナルド・トランプ氏が当選
•�AI（ 特に深層学習）が急速に発展（AlphaGoの

前哨戦の年）

•�組織体制の見直し（薬事事業部から企業研修部へ改組、医療事業部から医療研修部へ改組、情報サービス部を情報基盤
室に改組し、医療機器産業研究所の直下へ、医療機器産業研究所内に事業化支援室と調査研究室を新設、認証事業部の
事業代表を理事長から常務理事へ委譲）

•�医療機器産業の人材教育シリーズ“JAAME Academy”の開始（第一弾は医療機器の開発実務者育成セミナー）

•�「今後の医療機器政策のあり方に関する研究」報告書により、医療機器のイノベーションを加速させるための新たな保険
償還制度のあり方を提言

2017

•社会科学系研究者育成のため、調査研究助成「公募型リサーチペーパー」を開始

•国民医療費43兆710億円、国内市場3兆205億円 •�Google DeepMind の AlphaGo が世界トップ
棋士に勝利、AI時代の象徴的出来事

•�仮想通貨市場が急拡大、ブロックチェーン技術
への注目が上昇

•�#MeToo 運動が世界的に広がり、ジェンダー
平等が大きな議題に

•�昭和63年7月15日付け健政発第410号厚生省健康政策局長通知「診療の用に供するガス設備の保安管理について」につい
て実情を踏まえた内容の見直しを行うため、当財団内に「医療ガス設備等安全確保にかかる問題検討委員会」を設置し、検
討・作成した通知の改正要望案が「医療ガスの安全管理について」（平成29年9月6日　医政発0906第3号）により通知化

•�「医療機器の迅速かつ的確な承認及び開発に必要な治験ガイダンスのあり方に関する研究」、平成28年度日本医療研究
開発機構委託研究費（医薬品等規制調和・評価研究事業）により検討・作成した「医療機器の迅速かつ的確な承認及び開発
のための治験ガイダンス」及び「医療機器の「臨床試験の試験成績に関する資料」の提出が必要な範囲等に係る取扱い（市
販前・市販後を通じた取組みを踏まえた対応）について」（平成29年11月17日　薬生機審発1117第1号、薬生安発
1117第1号）により通知化

2018

•企業向けセミナーガイド作成（2018年度版）

•国民医療費43兆3,949億円、国内市場2兆9,018億円 •米朝首脳会談が史上初開催
•世界的に保護主義・分断の流れが強まる
• iPS細胞を用いた治療研究が進展
•自動運転車の公道試験が世界的に本格化

•業界初の就活生向け医療機器産業魅力発信ウェブサイト「医機なび」を開設（6月）

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「中小医療機関向け医療機器保守点検のあり方に関する研究」により検討・作成した
「医療機関における放射線関連機器等の保守点検指針」が「医療機器に係る安全管理のための体制確保に係る運用上の留
意点について」（平成30年6月12日　医政地発第0612第1号、医政経発第0612第1号）により通知化

•事務所を東京都文京区本郷1-28-34 本郷MKビル2階へ移転（7月）

•医療機器の保険適用に関する事例検討会を開始

2019

•当財団への産官学臨からの期待事項の可視化調査の実施

•国民医療費44兆3,895億円、国内市場4兆1,196億円
•�2020年3月閣議決定、「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画
（本部決定）」

•�5G商用サービスが開始（米・韓を皮切りに世界へ）
•�気候変動問題が深刻化し、若者の環境運動が世

界的に拡大
•日本では「令和」へ改元

•臨床工学技士国家試験出題基準の見直しのため、臨床工学技士国家試験出題基準作成委員会を設置

•医療機器業界の魅力を発信するため、当財団も協力し日本医療機器産業連合会（医機連）内に魅力発信部会が発足（7月）

•JAAME Academyシリーズ第3弾「エグゼクティブコース　NEXT経営人材研修」を開始

•�新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、手指消毒、定期的換気等を徹底のうえ、第33回臨床工学技士国家
試験を実施（3月1日）
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年度 当財団の出来事 医療機器産業のトピック 世の中の出来事

2016

•第1期中期経営計画（2016-2020）の開始

•国民医療費42兆1,381億円、国内市場2兆8,870億円
•�2016年5月閣議決定、「国民が受ける医療の質の向上のための医療機器の

研究開発及び普及の促進に関する基本計画（第一期）」医療機器政策に特化
した政府の初めての基本計画

•�2016年7月、厚生労働省「医療のイノベーションを担うベンチャー企業
の振興に関する懇談会」報告書

•2017年2月一部変更、「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画」

•イギリス EU離脱（Brexit）国民投票可決
•米国大統領選でドナルド・トランプ氏が当選
•�AI（ 特に深層学習）が急速に発展（AlphaGoの

前哨戦の年）

•�組織体制の見直し（薬事事業部から企業研修部へ改組、医療事業部から医療研修部へ改組、情報サービス部を情報基盤
室に改組し、医療機器産業研究所の直下へ、医療機器産業研究所内に事業化支援室と調査研究室を新設、認証事業部の
事業代表を理事長から常務理事へ委譲）

•�医療機器産業の人材教育シリーズ“JAAME Academy”の開始（第一弾は医療機器の開発実務者育成セミナー）

•�「今後の医療機器政策のあり方に関する研究」報告書により、医療機器のイノベーションを加速させるための新たな保険
償還制度のあり方を提言

2017

•社会科学系研究者育成のため、調査研究助成「公募型リサーチペーパー」を開始

•国民医療費43兆710億円、国内市場3兆205億円 •�Google DeepMind の AlphaGo が世界トップ
棋士に勝利、AI時代の象徴的出来事

•�仮想通貨市場が急拡大、ブロックチェーン技術
への注目が上昇

•�#MeToo 運動が世界的に広がり、ジェンダー
平等が大きな議題に

•�昭和63年7月15日付け健政発第410号厚生省健康政策局長通知「診療の用に供するガス設備の保安管理について」につい
て実情を踏まえた内容の見直しを行うため、当財団内に「医療ガス設備等安全確保にかかる問題検討委員会」を設置し、検
討・作成した通知の改正要望案が「医療ガスの安全管理について」（平成29年9月6日　医政発0906第3号）により通知化

•�「医療機器の迅速かつ的確な承認及び開発に必要な治験ガイダンスのあり方に関する研究」、平成28年度日本医療研究
開発機構委託研究費（医薬品等規制調和・評価研究事業）により検討・作成した「医療機器の迅速かつ的確な承認及び開発
のための治験ガイダンス」及び「医療機器の「臨床試験の試験成績に関する資料」の提出が必要な範囲等に係る取扱い（市
販前・市販後を通じた取組みを踏まえた対応）について」（平成29年11月17日　薬生機審発1117第1号、薬生安発
1117第1号）により通知化

2018

•企業向けセミナーガイド作成（2018年度版）

•国民医療費43兆3,949億円、国内市場2兆9,018億円 •米朝首脳会談が史上初開催
•世界的に保護主義・分断の流れが強まる
• iPS細胞を用いた治療研究が進展
•自動運転車の公道試験が世界的に本格化

•業界初の就活生向け医療機器産業魅力発信ウェブサイト「医機なび」を開設（6月）

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「中小医療機関向け医療機器保守点検のあり方に関する研究」により検討・作成した
「医療機関における放射線関連機器等の保守点検指針」が「医療機器に係る安全管理のための体制確保に係る運用上の留
意点について」（平成30年6月12日　医政地発第0612第1号、医政経発第0612第1号）により通知化

•事務所を東京都文京区本郷1-28-34 本郷MKビル2階へ移転（7月）

•医療機器の保険適用に関する事例検討会を開始

2019

•当財団への産官学臨からの期待事項の可視化調査の実施

•国民医療費44兆3,895億円、国内市場4兆1,196億円
•�2020年3月閣議決定、「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画
（本部決定）」

•�5G商用サービスが開始（米・韓を皮切りに世界へ）
•�気候変動問題が深刻化し、若者の環境運動が世

界的に拡大
•日本では「令和」へ改元

•臨床工学技士国家試験出題基準の見直しのため、臨床工学技士国家試験出題基準作成委員会を設置

•医療機器業界の魅力を発信するため、当財団も協力し日本医療機器産業連合会（医機連）内に魅力発信部会が発足（7月）

•JAAME Academyシリーズ第3弾「エグゼクティブコース　NEXT経営人材研修」を開始

•�新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、手指消毒、定期的換気等を徹底のうえ、第33回臨床工学技士国家
試験を実施（3月1日）
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2016

•第1期中期経営計画（2016-2020）の開始

•国民医療費42兆1,381億円、国内市場2兆8,870億円
•�2016年5月閣議決定、「国民が受ける医療の質の向上のための医療機器の

研究開発及び普及の促進に関する基本計画（第一期）」医療機器政策に特化
した政府の初めての基本計画

•�2016年7月、厚生労働省「医療のイノベーションを担うベンチャー企業
の振興に関する懇談会」報告書

•2017年2月一部変更、「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画」

•イギリス EU離脱（Brexit）国民投票可決
•米国大統領選でドナルド・トランプ氏が当選
•�AI（ 特に深層学習）が急速に発展（AlphaGoの

前哨戦の年）

•�組織体制の見直し（薬事事業部から企業研修部へ改組、医療事業部から医療研修部へ改組、情報サービス部を情報基盤
室に改組し、医療機器産業研究所の直下へ、医療機器産業研究所内に事業化支援室と調査研究室を新設、認証事業部の
事業代表を理事長から常務理事へ委譲）

•�医療機器産業の人材教育シリーズ“JAAME Academy”の開始（第一弾は医療機器の開発実務者育成セミナー）

•�「今後の医療機器政策のあり方に関する研究」報告書により、医療機器のイノベーションを加速させるための新たな保険
償還制度のあり方を提言

2017

•社会科学系研究者育成のため、調査研究助成「公募型リサーチペーパー」を開始

•国民医療費43兆710億円、国内市場3兆205億円 •�Google DeepMind の AlphaGo が世界トップ
棋士に勝利、AI時代の象徴的出来事

•�仮想通貨市場が急拡大、ブロックチェーン技術
への注目が上昇

•�#MeToo 運動が世界的に広がり、ジェンダー
平等が大きな議題に

•�昭和63年7月15日付け健政発第410号厚生省健康政策局長通知「診療の用に供するガス設備の保安管理について」につい
て実情を踏まえた内容の見直しを行うため、当財団内に「医療ガス設備等安全確保にかかる問題検討委員会」を設置し、検
討・作成した通知の改正要望案が「医療ガスの安全管理について」（平成29年9月6日　医政発0906第3号）により通知化

•�「医療機器の迅速かつ的確な承認及び開発に必要な治験ガイダンスのあり方に関する研究」、平成28年度日本医療研究
開発機構委託研究費（医薬品等規制調和・評価研究事業）により検討・作成した「医療機器の迅速かつ的確な承認及び開発
のための治験ガイダンス」及び「医療機器の「臨床試験の試験成績に関する資料」の提出が必要な範囲等に係る取扱い（市
販前・市販後を通じた取組みを踏まえた対応）について」（平成29年11月17日　薬生機審発1117第1号、薬生安発
1117第1号）により通知化

2018

•企業向けセミナーガイド作成（2018年度版）

•国民医療費43兆3,949億円、国内市場2兆9,018億円 •米朝首脳会談が史上初開催
•世界的に保護主義・分断の流れが強まる
• iPS細胞を用いた治療研究が進展
•自動運転車の公道試験が世界的に本格化

•業界初の就活生向け医療機器産業魅力発信ウェブサイト「医機なび」を開設（6月）

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「中小医療機関向け医療機器保守点検のあり方に関する研究」により検討・作成した
「医療機関における放射線関連機器等の保守点検指針」が「医療機器に係る安全管理のための体制確保に係る運用上の留
意点について」（平成30年6月12日　医政地発第0612第1号、医政経発第0612第1号）により通知化

•事務所を東京都文京区本郷1-28-34 本郷MKビル2階へ移転（7月）

•医療機器の保険適用に関する事例検討会を開始

2019

•当財団への産官学臨からの期待事項の可視化調査の実施

•国民医療費44兆3,895億円、国内市場4兆1,196億円
•�2020年3月閣議決定、「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画
（本部決定）」

•�5G商用サービスが開始（米・韓を皮切りに世界へ）
•�気候変動問題が深刻化し、若者の環境運動が世

界的に拡大
•日本では「令和」へ改元

•臨床工学技士国家試験出題基準の見直しのため、臨床工学技士国家試験出題基準作成委員会を設置

•医療機器業界の魅力を発信するため、当財団も協力し日本医療機器産業連合会（医機連）内に魅力発信部会が発足（7月）

•JAAME Academyシリーズ第3弾「エグゼクティブコース　NEXT経営人材研修」を開始

•�新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、手指消毒、定期的換気等を徹底のうえ、第33回臨床工学技士国家
試験を実施（3月1日）
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2020

•新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、既存講習会を全面オンライン（ｅラーニング）にて実施

•国民医療費42兆9,665億円、国内市場3兆9,556億円 •�新型コロナウイルス（COVID-19）パンデミック
発生

•テレワーク・オンライン会議が一気に普及
•サプライチェーンの再編が始まる

•就活生向けの「ヘルスケア・医療機器業界 WEB合同企業研究セミナー」を初開催

•�「デジタルヘルスの進歩を見据えた医療技術の保険償還のあり方に関する研究会からの提言」報告書により、AI・デジタ
ルヘルス関連医療機器のイノベーションを加速させるための新たな保険償還制度のあり方を提言

•医療機器産業研究所　10周年記念イベント『MDSI Activities』の開催（10回シリーズ）

•�「人工呼吸器等生産設備導入支援補助事業」および「N95マスク等生産設備補助事業」に係る業務管理事業者を担い、人
工呼吸器・ECMO・N95マスク・非接触体温計・パルスオキシメータの生産設備の導入等を支援

•「令和3年度版臨床工学技士国家試験出題基準」を公表

2021

•第2期中期経営計画（2021-2025）の開始

•�国民医療費45兆359億円、国内市場4兆3,412億円
•�2021年4月一部変更、「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画
（本部決定）」
•�2021年11月、厚生労働省「プログラム医療機器実用化促進パッケージ戦

略（DASH for SaMD）」発表

•COVID-19ワクチンが世界で広く接種開始
•�mRNAワクチンが実用化され、バイオ医薬の

新時代へ
•�東京2020 オリンピック・パラリンピック（1年

延期）開催

•組織体制の見直し（企業研修部と医療研修部を統廃合し研修事業部へ改組、総務部内にデジタル化推進（DX）室を新設）

•就活生のための業界誌「MD GUIDE」を創刊

•�日本医師会総合政策研究機構と共著にてワーキングペーパー No. 465「医療機器に関わるサイバーセキュリティの動向」を発行

2022

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「国内医療機器産業の業界支援に関する研究」により検討・作成した「次期医療機器基
本計画における重点分野」が2022年5月に閣議決定された第二期医療機器基本計画に利活用

•�国民医療費46兆6,967億円、国内市場4兆4,067億円
•�2022年5月閣議決定、「国民が受ける医療の質の向上のための医療機器の

研究開発及び普及の促進に関する基本計画（第二期）」

•�ロシアのウクライナ侵攻、世界的な安全保障・
エネルギー危機

•世界的物価高・インフレ進行
•�James Webb 宇宙望遠鏡により深宇宙観測が

進展
•�メタバース・NFTが社会話題に

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「AIを活用した医療機器の開発・研究におけるデータ利用の実態把握と課題抽出に
資する研究」による検討結果が2022年5月の厚生労働省第13回保健医療分野AI開発加速コンソーシアム、2022年6
月の厚生労働省厚生科学審議会 第5回生命科学・医学系研究等における個人情報の取扱い等に関する合同会議、2022
年6月の厚生労働省の厚生科学審議会 生命科学・医学系研究等における個人情報の取扱い等に関する合同会議　第6回
タスクフォースにて利活用

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「医療機関における医療機器安全管理の実態調査に関する研究」により検討・作成し
た医療機器の安全管理がよくわかるサイト「医機メンなび」を開設

•AMED「医療機器開発支援ネットワーク事業」により支援機関（MEDIC）事務局を実施

•�国際交流事業については、国際的な交流や情報収集等は医療機器産業研究所の活動を中心にしつつも各事業において恒
常的に行うことを強く意識して事業活動を行うこととし、独立した事業活動を行う段階は終了したとの認識に至ったた
め、単独事業としては年度末をもって終了

2023

•�財団全体で共通認識を持ち、将来の進むべき方向性を検討するための「ReBIRTHプロジェクト」始動（ミッション、ビジョ
ン、行動規範も検討）

•�国民医療費48兆915億円、国内市場4兆8,710億円
•�2024年2月、経済産業省第20回産業構造審議会 経済産業政策新機軸部

会の資料4「新しい健康社会の実現」にて、2050年の日本企業の獲得市場
を25 ～ 30兆円を目指すと目標設定

•�2024年3月、経済産業省「医療機器産業ビジョン2024」発表

•�生成A（I ChatGPT、生成画像AI等）が世界に普
及→ 社会のあらゆる分野で利用が拡大

•�自動運転・電気自動車の普及がさらに加速
•�世界的な景気不透明性が続く中、デジタル化投

資は増加•JAAME Searchの紹介動画を作成・公開
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年度 当財団の出来事 医療機器産業のトピック 世の中の出来事

2020

•新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、既存講習会を全面オンライン（ｅラーニング）にて実施

•国民医療費42兆9,665億円、国内市場3兆9,556億円 •�新型コロナウイルス（COVID-19）パンデミック
発生

•テレワーク・オンライン会議が一気に普及
•サプライチェーンの再編が始まる

•就活生向けの「ヘルスケア・医療機器業界 WEB合同企業研究セミナー」を初開催

•�「デジタルヘルスの進歩を見据えた医療技術の保険償還のあり方に関する研究会からの提言」報告書により、AI・デジタ
ルヘルス関連医療機器のイノベーションを加速させるための新たな保険償還制度のあり方を提言

•医療機器産業研究所　10周年記念イベント『MDSI Activities』の開催（10回シリーズ）

•�「人工呼吸器等生産設備導入支援補助事業」および「N95マスク等生産設備補助事業」に係る業務管理事業者を担い、人
工呼吸器・ECMO・N95マスク・非接触体温計・パルスオキシメータの生産設備の導入等を支援

•「令和3年度版臨床工学技士国家試験出題基準」を公表

2021

•第2期中期経営計画（2021-2025）の開始

•�国民医療費45兆359億円、国内市場4兆3,412億円
•�2021年4月一部変更、「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画
（本部決定）」
•�2021年11月、厚生労働省「プログラム医療機器実用化促進パッケージ戦

略（DASH for SaMD）」発表

•COVID-19ワクチンが世界で広く接種開始
•�mRNAワクチンが実用化され、バイオ医薬の

新時代へ
•�東京2020 オリンピック・パラリンピック（1年

延期）開催

•組織体制の見直し（企業研修部と医療研修部を統廃合し研修事業部へ改組、総務部内にデジタル化推進（DX）室を新設）

•就活生のための業界誌「MD GUIDE」を創刊

•�日本医師会総合政策研究機構と共著にてワーキングペーパー No. 465「医療機器に関わるサイバーセキュリティの動向」を発行

2022

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「国内医療機器産業の業界支援に関する研究」により検討・作成した「次期医療機器基
本計画における重点分野」が2022年5月に閣議決定された第二期医療機器基本計画に利活用

•�国民医療費46兆6,967億円、国内市場4兆4,067億円
•�2022年5月閣議決定、「国民が受ける医療の質の向上のための医療機器の

研究開発及び普及の促進に関する基本計画（第二期）」

•�ロシアのウクライナ侵攻、世界的な安全保障・
エネルギー危機

•世界的物価高・インフレ進行
•�James Webb 宇宙望遠鏡により深宇宙観測が

進展
•�メタバース・NFTが社会話題に

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「AIを活用した医療機器の開発・研究におけるデータ利用の実態把握と課題抽出に
資する研究」による検討結果が2022年5月の厚生労働省第13回保健医療分野AI開発加速コンソーシアム、2022年6
月の厚生労働省厚生科学審議会 第5回生命科学・医学系研究等における個人情報の取扱い等に関する合同会議、2022
年6月の厚生労働省の厚生科学審議会 生命科学・医学系研究等における個人情報の取扱い等に関する合同会議　第6回
タスクフォースにて利活用

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「医療機関における医療機器安全管理の実態調査に関する研究」により検討・作成し
た医療機器の安全管理がよくわかるサイト「医機メンなび」を開設

•AMED「医療機器開発支援ネットワーク事業」により支援機関（MEDIC）事務局を実施

•�国際交流事業については、国際的な交流や情報収集等は医療機器産業研究所の活動を中心にしつつも各事業において恒
常的に行うことを強く意識して事業活動を行うこととし、独立した事業活動を行う段階は終了したとの認識に至ったた
め、単独事業としては年度末をもって終了

2023

•�財団全体で共通認識を持ち、将来の進むべき方向性を検討するための「ReBIRTHプロジェクト」始動（ミッション、ビジョ
ン、行動規範も検討）

•�国民医療費48兆915億円、国内市場4兆8,710億円
•�2024年2月、経済産業省第20回産業構造審議会 経済産業政策新機軸部

会の資料4「新しい健康社会の実現」にて、2050年の日本企業の獲得市場
を25 ～ 30兆円を目指すと目標設定

•�2024年3月、経済産業省「医療機器産業ビジョン2024」発表

•�生成A（I ChatGPT、生成画像AI等）が世界に普
及→ 社会のあらゆる分野で利用が拡大

•�自動運転・電気自動車の普及がさらに加速
•�世界的な景気不透明性が続く中、デジタル化投

資は増加•JAAME Searchの紹介動画を作成・公開
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年度 当財団の出来事 医療機器産業のトピック 世の中の出来事

2020

•新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、既存講習会を全面オンライン（ｅラーニング）にて実施

•国民医療費42兆9,665億円、国内市場3兆9,556億円 •�新型コロナウイルス（COVID-19）パンデミック
発生

•テレワーク・オンライン会議が一気に普及
•サプライチェーンの再編が始まる

•就活生向けの「ヘルスケア・医療機器業界 WEB合同企業研究セミナー」を初開催

•�「デジタルヘルスの進歩を見据えた医療技術の保険償還のあり方に関する研究会からの提言」報告書により、AI・デジタ
ルヘルス関連医療機器のイノベーションを加速させるための新たな保険償還制度のあり方を提言

•医療機器産業研究所　10周年記念イベント『MDSI Activities』の開催（10回シリーズ）

•�「人工呼吸器等生産設備導入支援補助事業」および「N95マスク等生産設備補助事業」に係る業務管理事業者を担い、人
工呼吸器・ECMO・N95マスク・非接触体温計・パルスオキシメータの生産設備の導入等を支援

•「令和3年度版臨床工学技士国家試験出題基準」を公表

2021

•第2期中期経営計画（2021-2025）の開始

•�国民医療費45兆359億円、国内市場4兆3,412億円
•�2021年4月一部変更、「健康・医療戦略」及び「医療分野研究開発推進計画
（本部決定）」
•�2021年11月、厚生労働省「プログラム医療機器実用化促進パッケージ戦

略（DASH for SaMD）」発表

•COVID-19ワクチンが世界で広く接種開始
•�mRNAワクチンが実用化され、バイオ医薬の

新時代へ
•�東京2020 オリンピック・パラリンピック（1年

延期）開催

•組織体制の見直し（企業研修部と医療研修部を統廃合し研修事業部へ改組、総務部内にデジタル化推進（DX）室を新設）

•就活生のための業界誌「MD GUIDE」を創刊

•�日本医師会総合政策研究機構と共著にてワーキングペーパー No. 465「医療機器に関わるサイバーセキュリティの動向」を発行

2022

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「国内医療機器産業の業界支援に関する研究」により検討・作成した「次期医療機器基
本計画における重点分野」が2022年5月に閣議決定された第二期医療機器基本計画に利活用

•�国民医療費46兆6,967億円、国内市場4兆4,067億円
•�2022年5月閣議決定、「国民が受ける医療の質の向上のための医療機器の

研究開発及び普及の促進に関する基本計画（第二期）」

•�ロシアのウクライナ侵攻、世界的な安全保障・
エネルギー危機

•世界的物価高・インフレ進行
•�James Webb 宇宙望遠鏡により深宇宙観測が

進展
•�メタバース・NFTが社会話題に

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「AIを活用した医療機器の開発・研究におけるデータ利用の実態把握と課題抽出に
資する研究」による検討結果が2022年5月の厚生労働省第13回保健医療分野AI開発加速コンソーシアム、2022年6
月の厚生労働省厚生科学審議会 第5回生命科学・医学系研究等における個人情報の取扱い等に関する合同会議、2022
年6月の厚生労働省の厚生科学審議会 生命科学・医学系研究等における個人情報の取扱い等に関する合同会議　第6回
タスクフォースにて利活用

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「医療機関における医療機器安全管理の実態調査に関する研究」により検討・作成し
た医療機器の安全管理がよくわかるサイト「医機メンなび」を開設

•AMED「医療機器開発支援ネットワーク事業」により支援機関（MEDIC）事務局を実施

•�国際交流事業については、国際的な交流や情報収集等は医療機器産業研究所の活動を中心にしつつも各事業において恒
常的に行うことを強く意識して事業活動を行うこととし、独立した事業活動を行う段階は終了したとの認識に至ったた
め、単独事業としては年度末をもって終了

2023

•�財団全体で共通認識を持ち、将来の進むべき方向性を検討するための「ReBIRTHプロジェクト」始動（ミッション、ビジョ
ン、行動規範も検討）

•�国民医療費48兆915億円、国内市場4兆8,710億円
•�2024年2月、経済産業省第20回産業構造審議会 経済産業政策新機軸部

会の資料4「新しい健康社会の実現」にて、2050年の日本企業の獲得市場
を25 ～ 30兆円を目指すと目標設定

•�2024年3月、経済産業省「医療機器産業ビジョン2024」発表

•�生成A（I ChatGPT、生成画像AI等）が世界に普
及→ 社会のあらゆる分野で利用が拡大

•�自動運転・電気自動車の普及がさらに加速
•�世界的な景気不透明性が続く中、デジタル化投

資は増加•JAAME Searchの紹介動画を作成・公開
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年度 当財団の出来事 医療機器産業のトピック 世の中の出来事

2023

•�医療ガス使用に関する教育研修用動画「アウトレットの取り扱いと点検／酸素ボンベの取り扱いと点検」を、DVD販売
から無料の動画配信サービスに提供方法を変更

•�認証事業に関する顧客獲得に向けたWebランディングページを新たに作成し公開

•�JAAME Academyシリーズ第4弾「医療機器品質マネジメントシステム初心者講習会」を開始

•�厚生労働省委託「プログラム医療機器の特性を踏まえた薬事承認制度の運用改善検討事業」により検討・作成した「プログ
ラム医療機器の特性を踏まえた適切かつ迅速な承認及び開発のためのガイダンスの公表について」が2023年5月に事
務連絡、「プログラム医療機器の特性を踏まえた二段階承認に係る取扱いについて」（令和5年11月16日付け医薬機審
発1116第2号　厚生労働省医薬局医療機器審査管理課長通知）により通知化

•自然科学系研究者育成のため、医療技術研究開発助成を開始（2023年度は、2024年度案件を公募）

2024

•研修事業部を中心に業務プロセスの見える化と49本のマニュアル整備

•�国内市場5兆1,253億円
•�2024年6月、厚生労働省「ヘルスケアスタートアップ等の振興・支援策検

討プロジェクトチーム」報告書
•�2025年2月閣議決定、健康・医療戦略及び医療分野研究開発推進計画（本

部決定）

•�AI搭載機能が一般家電・サービスに広く実装される
•�世界各地で政策レベルのAIガバナンス議論が

開始
•�気候変動災害（大洪水・熱波）が多発し、国際的

な環境対策が最重要テーマに

•医機なび公式LINEアカウントの開設・運営

•「令和8年度版臨床工学技士国家試験出題基準」を公表

•�厚生労働行政推進調査事業費補助金「保健医療分野におけるデジタルデータの AI 研究開発等への利活用に係る倫理的・
法的・社会的課題の抽出及び対応策の提言のための研究」により検討・作成した「医療デジタルデータの AI 研究開発等へ
の利活用に係るガイドライン」が2024年9月に事務連絡として発出

•�厚生労働省委託臨床研究推進事業（医療機器の開発にかかる臨床研究体制の支援事業）により「医療機器の臨床研究に関
する相談窓口」運営業務の事務局を実施

•�「新時代の医療機器償還制度のあり方に関する検討会」報告書により、イノベーション促進と安定供給確保の両面からみ
た新時代の医療機器償還制度を提言

2025

•財団設立40周年記念式典の開催

•�2025年5月、「優れた医療機器を世界に迅速かつ安全に届けるための議員
連盟」 提言

•�大阪・関西万博開催（テーマ：いのち輝く未来社
会）。医療・健康・AI関連技術が万博の中心展示に

•�世界人口の高齢化が進み、医療・介護のDX 需
要が加速

•�国際緊張の継続の中、新産業（AI、バイオ、クリー
ンエネルギー）の競争が激化

•�2050年という将来を見据え、医療技術が果たすべき役割とその設計思想を描き出す「医療技術フォーサイト2050」の
公表

•JAAME Academyシリーズ第5弾「医療機器業界の基礎を学ぶ　～業界入門セミナー～」を開始

•YouTubeチャンネル「医機なびチャンネル」を開設・運営

•各種講習会に対し、ブロックチェーン技術によるデジタル修了証（オープンバッジ）の実装
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